
別紙 採択プロジェクトの概要 

大企業が提示したテーマ 

地域生活／観光の両立が求められる湘南・鎌倉エリアにおける賑わいや回遊の創出 

（江ノ島電鉄株式会社） 

ベンチャーからの提案プロジェクト 

地域と住民を繋ぐ「街のカタログ冷蔵庫」（どんぐりピット合同会社） 

 

 
 

どんぐりピットが開発した、地域の食品が気軽に出品・購入できる「カタログ冷蔵庫」を江ノ電江ノ

島駅などの施設に設置し、地元住民やリピーター観光客に向けて、地元の農水産物や飲食店の

商品を販売する実証を行う。これにより、食を通じた地元の魅力発見や地域内のつながりを生み

出し、DX を通じた湘南・鎌倉エリアの更なる賑わいと回遊の創出を目指す。 
 

大企業が提示したテーマ 

沿線特性にあった「暮らす・遊ぶ」のアップデートを通じた沿線価値の最大化 

（小田急電鉄株式会社） 

ベンチャーからの提案プロジェクト 

観光体験をアップデートする XR を活用した「場」の魅力体感モデルの創出 
（株式会社 CinemaLeaｐ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

CinemaLeap が有する、ストーリー性のある XR（AR/VR）コンテンツ開発力を活用し、小田急電

鉄が運営する「ロマンスカーミュージアム」において、歴代のロマンスカーでの旅を親子で楽しめる

XR 体験の実証を行う。これにより、小田急線沿線において「場」の魅力を発掘したうえで、デジタ

ルにより価値をアップデートし観光客に対して魅力を発信していく、「XR」を活用した新しい魅力

体感モデルの創出を目指す。 

プロジェクト概要 

プロジェクト概要 



大企業が提示したテーマ 

アフター60 の一人ひとりにあった自分らしい“生き方”を支援する仕組み構築 

（株式会社ツクイホールディングス） 

ベンチャーからの提案プロジェクト 

シニアの新たな憩いの場に。サードプレイスカフェプロジェクト（株式会社 COOON） 

 

 
COOON が有する、障がい者が活躍するコーヒースタンドの運営ノウハウを活かし、ツクイホール

ディングスが運営するシニア向けサービス研究所「ミライ想造ラボ」において、シニアとともに運営

するコミュニティカフェの実証を行う。これにより、カフェを起点として娯楽や学習など様々なコンテ

ンツを提供するシニアコミュニティを形成し、将来的にはオンラインも含めた、第三の居場所「サー

ドプレイス」の実現を目指す。 
 

大企業が提示したテーマ 

子育て家庭向けのプラットフォーム事業の促進（株式会社テレビ神奈川） 

ベンチャーからの提案プロジェクト 

つむぱぱアニメを起点とした「かながわ MIRAI」子育て家庭向けコミュニティの拡大と活性化 
（株式会社つむぱぱ社） 

プロジェクト概要 

 
つむぱぱ社が有する Instagram の子育て家庭への訴求力を活用し、テレビ神奈川が行う子育て

応援プロジェクト「かながわ MIRAI プロジェクト」において、オンライン上で参加者との双方向型コ

ミュニティを形成する実証を行う。これにより、「かながわ MIRAI プロジェクト」と子育て家庭との繋

がりを強化し、悩み解決に繋がる持続的な子育て支援コミュニティの構築を目指す。 

プロジェクト概要 



大企業が提示したテーマ 

Post コロナの EC 事業者を支える顧客データプラットフォームの開発（Hamee 株式会社） 

ベンチャーからの提案プロジェクト 

顧客の声（VOC）を起点とした顧客データプラットフォーム「Koeerü for EC」の共同開発 

（株式会社 Koeerü） 

プロジェクト概要 

 

Koeerü の有する「顧客の声」の収集から分析、活用に特化したデータソリューションと、Hamee

の有する EC 事業の経験や顧客との接点を掛け合わせ、顧客データを一元管理できる情報基盤を

構築し、顧客行動を可視化・分析する実証を行う。これにより、Hamee 内の顧客管理 DX の実現

及び EC 事業向けデータプラットフォームを開発し、EC 事業を行う県内中小企業への提供・普及

を目指す。 
 

大企業が提示したテーマ 

空気質・カメラを活用した空間状況の先端センシング技術の活用による“安心・快適・便利”な空

間・体験の創出（株式会社マクニカ） 

ベンチャーからの提案プロジェクト 

コロナ禍と共存する介護施設の入居者やスタッフの安心・便利を支える BOCCO emo×マクニカ

センサー（ユカイ工学株式会社） 

プロジェクト概要 

 
ユカイ工学の使い手に優しいインターフェースを搭載したロボットと、マクニカが有する空気質や画

像の先端センシング技術を連携させ、介護施設において入居者やスタッフに施設内の状況を通知

し、業務環境を改善する実証を行う。これにより、コミュニケーションロボットによる入居者やスタッ

フの安心・便利を支えるサービスの創出を目指す。 


